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先般、大秋・白沢地区の「農業農村整備事業」の完工を祝い木村守男先
生揮毫による「木を育て村を守る」が彫られた記念碑の除幕式を行いま
した。およそ10年の歳月をかけ、総事業費12億円以上の集中投資によっ
て整備された大秋・白沢地区が末永く隆盛することを念願いたします。

先般、県内の河川技術講習会が村を会場に盛大に開催されました。国
土交通省からは東北地方整備局渥美副局長が講演のため来村され、津
軽ダム建設が石碑の言葉どおり「融和と協調」によって順調に進められ
ていることを高く評価しておられました。

未未
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祭
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西目屋村 10月号トピックス

東
京
目
屋
会 

来
村

９
月
15
日（
火
）、中
央
公
民
館
で
平
成
27

年
度
西
目
屋
村
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
長
年
の

ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
1
0
0
歳
到
達
者
１
名
に
内
閣

総
理
大
臣
百
歳
高
齢
者
表
彰
、95
歳
到
達
者

６
名
、88
歳
到
達
者
15
名
に
西
目
屋
村
長
寿

者
顕
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、金
婚
夫
婦
５
組

に
対
し
て
西
目
屋
村
金
婚
夫
婦
顕
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
祝
賀
会
で
は
、た
し
ろ
・
中

野
保
育
園
に
よ
る
お
遊
戯
や
和
太
鼓
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

９
月
20
日（
日
）、秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
第
34

回
暗
門
祭
が
ア
ク
ア
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
Ａ
Ｎ

Ｍ
O
Ｎ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。祭
り
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、よ
さ
こ
い
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、丸
太

切
り
競
争
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
、

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、た
く

さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
川
原
会
場
で
は
、県
下
登
山
ば
や
し
白
神

大
会
が
行
わ
れ
、秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
見
事

な
お
囃
子
が
会
場
に
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

９
月
19
日（
土
）〜
22
日（
火
）、東
京
都
在
住

の
西
目
屋
村・東
目
屋
地
区
出
身
者
で
構
成
さ

れ
る「
東
京
目
屋
会
」の
方
々
が
昨
年
に
引
き

続
き
来
村
さ
れ
、暗
門
祭
へ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

暗
門
祭
で
は
、民
謡
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、東
京
目
屋
会
で
は
新
規
会
員
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
。ご
家
族・ご
親
族
で
首
都
圏
在

住
者
が
い
る
場
合
は
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

℡ 

8
5‐2
1
1
1

〜
い
つ
ま
で
も

　
　
　
お
元
気
で
〜

　
　
　
　
　
敬
老
会
開
催
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8月17日（月）～8月31日（月）東北女子短
期大学の2年生2名が保育実習に来ました♪
最初は、新しい先生にちょっとドキドキした
様子の子どもたちでしたが、次第にうちとけ
ていき、「先生あそぼー！」「先生これ知ってる
～？」と、子ども
たちのすごく楽
しそうな声が実
習期間中、たくさ
ん聞こえていま
した。

9月5日（土）、ふれあいセンターでくによ
し、たしろ保育園合同運動会がありました。
本番に向け、毎日練習してきた子どもたち。
さすが本番に強いた
しろの子どもたち!!
という感じで、みん
なとても頑張ってい
ました。

園では毎月「未就学児のお友だちにあそびに来
てね♪」という日で園開放日を設けています。10
月は23日（金）です!! 9：00～11：00の間、園を
開放しますので、ぜひあそびに来てくださいね♪

９月４日（金）、第63回弘前市小学校連合体育大会が弘前市
運動公園陸上競技場で行われました。
時折激しく降る雨の中、西目屋小学校の子どもたちは、男子
が「第２制定体操」、女子がダンス「みんな仲間だ」に参加し、素
晴らしい演技をみせてくれました。
４００ｍリレーでは、５年男子、６年男子が各組３位と奮闘し、
６年女子は、４人の力が十分にだされて６組１位となり、大健闘
しました。悪天候に見舞われましたが、これまでの練習の成果
が発揮され、男女ともに西目屋小のチームワークが発揮された
大会でした。
今年は、1年生から3年生の下学年も応援に駆け付け、びしょ
濡れになりながらも、声援を送りました。来年、再来年と、この
応援がきっかけで、小連体に向けてがんばろうという子どもた
ちが増えてくることと思います。

村民の皆様が毎日の暮らしの中で、行政が行う仕
事に関する苦情や意見・要望などがあった時に、もっと
も身近な相談相手になるのは行政相談委員（総務大
臣が委嘱）です。
道路・河川、年金、医療保険、老人福祉、登記、労働基

準、雇用保険、窓口サービスなど役所が行う仕事につ
いて、お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、相談者の秘密は厳守します。

困ったら一人で悩まず行政相談10月19日（月）～25日（日）は「行政相談週間」です

毎月１５日（土、日、祝日の場合は翌日）
１０時～１５時
役場１階談話室
行政相談委員　三浦　正直
役場総務課総務係　℡85-2111

【日　　　時】

【場　　　所】
【相談担当者】
【お問い合わせ先】

定例行政相談日
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西目屋 健康広場いき いき西目屋 健康広場いき いき西目屋 健康広場いき いき

【今月のいきいきＤａｙ】

西目屋 健康広場いき いき

日程 行事名 備考

個別健(検)診11月30日（月）
まで

１０月  ８日（木）
１０月１６日（金）

個別婦人検診

歯っぴーデイ
乳幼児健診

年１回、体の状態を把握し、健康の維持増進に活用しましょう。
役場住民課で申込みを随時受付しています。

歯ブラシを交換しませんか？　意識的に歯磨きをしてみましょう。
対象者には事前に案内文を送付しますので、忘れずに受診しましょう。

通 年 総合健康相談 健康づくりや介護相談等を随時受付しています。担当：保健師

栄養改善相談通 年

※ひとりで悩まないで、まずは相談してください。西目屋村役場 住民課 保健師　成田・中村　電話番号　８５-２８０４

西目屋 健康広場いき いき西目屋 健康広場いき いき西目屋 健康広場いき いき西目屋 健康広場いき いき

★いきいきポイント③ 季節性インフルエンザ予防接種を受けましょう！

★いきいきポイント① 10月1日から村民の皆さんの健康づくり支援を強化します。 
１０月１日（木）から、住民課福祉係に管理栄養士の資格を有する職員を配置しました。名前は熊澤麻耶

（くまざわ まや）さんです。管理栄養士は、個人の身体の状況、栄養状態等に応じた高度の専門的知識及び
技術を要する健康の保持増進のための栄養の指導ができます。今後、保健師２名とともに村民の皆様の健
康づくりに関わらせていただきます。どうぞよろしくお願いします。

★いきいきポイント④ 高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種を受けましょう！
村では、今年度から６５歳以上の村民の方に対して、年齢や所得制限を設け

ず高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種料金を全額助成することとなりました。
平成２７年１１月～平成２８年１月の３ヵ月間助成します。

この予防接種は肺炎球菌による肺炎を予防するためのものです。すべての肺炎を予防するものではあり
ませんが、５年間効果が持続します。
予防接種を受け、事前に免疫をつけることは症状の重症化を防ぐために有効な手段です。
なお、対象となる方には、助成に係る書類（予診票等）を各地区の保健協力員から１０月下旬に配布します。
詳細につきましては、住民課福祉係までお問い合わせください。

●対象者　６５歳以上（ただし、平成２２～２６年度中に肺炎球菌ワクチン予防接種を接種した者を除く）
●費　用　無料

村では、今年度から村民の皆様の健康支援として、年齢や所得制限を設けず、季節性インフルエンザの予
防接種料金を全額助成することとなりましたのでお知らせします。平成２７年１１月～平成２８年１月の３ヵ月間
助成します。

予防接種を受け、事前に免疫をつけることは症状の重症化を防ぐために有効な手段です。
なお、対象となる方には、助成に係る書類（予診票等）を各地区の保健協力員から１０月下旬に配布します。
詳細につきましては、住民課福祉係までお問い合わせください。

●対象者　全村民（ただし、１歳未満児の接種については主治医と相談のうえ接種の有無を決定ください）
●費　用　無料

★いきいきポイント② 年１回の歯とお口の健康診断をしませんか？ 
来月１１月１５日（日）に開催される村の文化祭にて、午前中に総合歯科健診（無料）を実施します。その他ブ

ラッシング指導コーナー等がありますのでぜひご来場ください。

食生活についてお悩みありませんか？一緒に食事を見直しましょう。
担当　住民課　主事（管理栄養士）熊澤麻耶
※事前に電話予約（85-2804）するとお待たせしません。



年度 公債費

（単位：千円）

281,988

決算額
（歳入）

決算額
（歳出）

実質
収支額

H25 2,468,304 2,392,090 55,265

282,561H26 2,432,966 2,291,793 69,422

773,934H19 2,662,732 2,609,981 50,649

349,377H20 2,026,931 1,958,618 51,714

330,706H21 2,695,098 2,535,771 53,023

331,936H22 2,475,584 2,377,593 55,812

320,170H23 2,974,871 2,908,655 63,448

281,177H24 2,127,852 2,061,745 57,227

共
に
語
り
、共
に
歩
む

私
に
ま
か
せ
て
下
さ
い
！
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今
年
7
月
17
日
に
、西
目
屋
村
と

青
森
県
自
然
保
護
課
が
主
導
と
な

り
、ブ
ナ
林
散
策
道
を
整
備
し
て
い

た
だ
き
、そ
れ
に
伴
い
名
称
も「
世
界

遺
産
の
径（
み
ち
）ブ
ナ
林
散
策
道
」

と
変
更
致
し
ま
し
た
。

皆
様
が
楽
し
く
、安
全
に
白
神
山

地
を
散
策
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、是
非
お
越
し
下

さ
い
。

さ
ら
に
レ
ス
ト
ラ
ン
も
テ
ラ
ス
席

を
設
置
し
、新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
も
増
加

し
て
お
り
ま
す
の
で
、ア
ク
ア
グ
リ
ー

ン
ビ
レ
ッ
ジ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
レ
ス
ト
ラ
ン

に
も
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
ま

せ
。ス
タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち
致
し
て
お

り
ま
す
。 ◆

ア
ク
ア

　
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

　
　
　 

Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

社
会
福
祉

　
協
議
会
だ
よ
り

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、ひ
と
の

や
さ
し
い
気
持
ち
を
集
め
る
活
動

で
、住
民
自
ら
の
活
動
を
応
援
す
る
、

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」

で
す
。村
で
集
ま
っ
た
募
金
の
約
70
%

は
、村
の
福
祉
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
よ
り
多
く
地
域
福
祉
に
還

元
で
き
る
よ
う
、運
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

西
目
屋
村
共
同
募
金
委
員
会

　
（
℡ 

8
5‐2
2
5
5
）へ
。

赤
い
羽
根

　　共
同
募
金
運
動

募
金

左
記
の
表
は
、平
成
19
年
度
か
ら
26
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
に
お
け
る
歳
入
歳
出

と
そ
の
差
額
か
ら
く
る
実
質
収
支
額
及
び
公
債
費
の
推
移
表
で
す
。わ
か
り
や
す
く
例

え
ま
す
と
、入
っ
て
き
た
お
金
と
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
の
差
益（
黒
字
）が
増

え
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。し
か
も
、そ
の
年
度
の
や
り
く
り
の
中
で
借
金
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
で
あ
る
公
債
費
を
で
き
る
だ
け
切
り
詰
め
な
が
ら
村
民
が
必
要

と
し
て
い
る
事
業
に
優
先
度
を
つ
け
、他
自
治
体
に
先
駆
け
た
政
策
展
開
に
努
力
し
て

い
る
こ
と
が
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

白
神
だ
よ
り

白神公社

s h i r a k a m i

k o - s y a

世
界
遺
産
の
径（
み
ち
）

ブ
ナ
林
散
策
道

ブ
ナ
の
径（
み
ち
）ラ
ン
チ

1
、2
0
0
円

村
長
の
部
屋

Ｈ
26
年
度
決
算
が
議
会
全
会

一
致
で
認
定
さ
れ
、一
般
会
計

決
算
認
定
の
実
質
収
支
額
が

　
　

６
、９
０
０
万
円
の
黒
字
へ
！

今
後
と
も
行
政
・
議
会
一
同
、和
の
心
を
持
っ
て
健
全
財
政
を
堅
持
し
ま
す
。

これからの村を担っていく40代、50代の責任世代が、
将来へ希望や夢をもてるような、戦略的な政策展開をは
かり、何よりも村のイメージアップと10年先、20年先の
目屋地域の方向性を示すことが重要だと考えております。
これからも健全な財政運営で満足度の高い村民サービ

スを提供しなければなりません。
そして、公約である「物から人へと」新しい政策展開によ

って行政コストを抑えながら精査に努め、お金の流れを直
接、村民サービスに振り向けていきます。
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の
用
心

火
の
用
心

火

消
防
だ
よ
り

平成27年8月末現在
救急 火災

救助 遭難

件
数
累
計

件
数
累
計

14
87

0
2

0
2

0
0

目屋分署管内
出動状況

『
秋
の
火
災
予
防
運
動
』

  

『
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
27
年
度
統
一
標
語
）

全国戦没者追悼式
８月１５日（土）、東京都千代田区「日本武道館」で全国戦没者追悼式が開催され三上紘一さん（大秋）が出席しました。追悼
式の様子を三上さんに伺いました。

戦後７０年を迎える８月１５日、東京都九段靖国神社で第４０回慰霊大祭、日本武道館で全国戦没者追悼式が行われ、青森
県から５４名参加しましたが、その一員として行動を共にして来ました。
まず、靖国神社での大祭は、英霊にこたえる会が主催し第４０回を迎えています。国を守るため尊い生命を捧げられた２４６

万６千余柱の方々の神霊が、身分、勲功、男女の別なく、すべて祖国に殉じられた尊い靖国の大神として、斉しくお祀りされて
いる本殿に向かって拝殿から、拓殖大学吹奏楽部の演奏で国歌を斉唱、神官の祝詞や祭文奏上など、１時間位の神事のあと
本殿へと進みました。
本殿では玉串を奉奠し、別れのご神酒をいただき社殿を後にしました。この日の靖国参拝者は１日だけで２０万人以上と発

表され、境内は身動きができないほどの人出でありました。
場所を日本武道館へかえて、今度は天皇・皇后両陛下をお迎えしての「全国戦没者追悼式」に参列しました。参加者は、戦没

者の遺族や各代表者を含めると約６千６百名余が全国から集まりました。
武道館の表面には、白と黄色の菊の花で飾られた祭壇があり、式は正午前から始まり、天皇・皇后両陛下をお迎えし、国歌を

斉唱しました。
式辞は、安倍首相が「戦争の惨事は決して繰り返さない」と述べ、正午の時報に合わせて１分間の黙とうを捧げました。
天皇陛下からは「深い反省と戦没者に対する追悼の意」を示されました。追悼の言葉は衆参両議長と最高裁判所長官が述

べ、全国都道府県遺族代表の献花に、参加者たちは起立して礼を捧げました。
今年初めて、戦没者の孫やひ孫にあたる９歳から１７歳位までの遺児も献花すること

になり、本県から１人参加しました。戦後７０年という節目でもあり、本会員からの勧めも
あって厳粛な式典に参加でき、身も心も洗われるような思いでした。
いかに戦争は無謀な事であるか、二度と戦争は繰り返さない。と追悼式に参加して強

く思い、この機会を与えて下さった会の皆様や関係者の方々に感謝し、報告の一端と致
します。ありがとうございました。

10
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
１
週

間
、県
下
一
斉
に「
秋
の
火
災
予
防
運

動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
季
節
は
日
増
し
に
寒
く
な
り
、

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。暖
房
器
具
の
点
検
は
お
済
み
で
す

か
。ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
火
の
取
り

扱
い
の
不
注
意
が
火
災
の
原
因
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
も
う
取
り

付
け
ま
し
た
か
。尊
い
命
や
貴
重
な
財

産
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、も
し
も

の
時
に
備
え
、ま
だ
取
り
付
け
て
い
な

い
人
は
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま

す
。ま
た
、家
族
み
ん
な
で
避
難
方
法

や
消
火
器
の
位
置
な
ど
を
も
う
一
度
確

認
し
、次
の「
住
宅
防
火　

い
の
ち
を

守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」を
実
行

し
、自
分
の
家
は
自
分
で
守
る
よ
う
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　
　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

　
　

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

　
　

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
　

防
炎
品
を
使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　
　

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど

　
　

を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　
　

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所

　
　

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

★
問
い
合
わ
せ
先
★

消
防
本
部
予
防
課

（
℡
３
２‐

５
１
０
４
）

ま
た
は
、最
寄
り
の
消
防
署
、分

　

署
へ
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津
軽
広
域

”津
軽

“の

　

話
題
満
載

津
軽
広
域

”津
軽

“の

　

話
題
満
載

平
川
ね
ぷ
た
ま
つ
り〝
冬
の
陣

平
川
市

　

藤
崎
町
の
二
大
特
産
品
で
あ
る「
米
」と「
り

ん
ご
」の
収
穫
感
謝
や
文
化
芸
能
発
表
、健
康
づ

く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
秋
の
大
祭「
ふ
じ
さ
き

秋
ま
つ
り
」が
今
年
も
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

青
森
県
初
の
特
Ａ
米「
青
天
の
霹
靂
」を
使
っ

た
日
本
一
の「
ジ
ャ
ン
ボ
お
に
ぎ
り
」づ
く
り
や
、

「
ジ
ャ
ン
ボ
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」づ
く
り
、当
町
発
祥

の
り
ん
ご「
ふ
じ
」の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、そ
の
ほ
か

文
化
展
示
や
農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
、こ
ど
も

の
広
場
な
ど
の
様
々
な
催
し
に
加
え
、今
回
は

「
藤
崎
町
健
康
宣
言
」が
予
定
さ
れ
て
お
り
、藤

崎
町
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日　

時

　

１1
月
22
日（
日
）、23
日（
月
・
祝
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場　

所

　

常
盤
小
学
校
体
育
館
、藤
崎
町
農
業
者

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、常
盤
生
涯
学
習

　

文
化
会
館
、常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

　

他

▽
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
藤
崎
町
企
画
財
政
課
内
）

　

☎
７
５‐

３
１
１
１

第
３
回
ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り

藤
崎
町

▲高さ11mの世界一の
　扇ねぷたも出陣します

▲迫力の｢ジャンボおにぎり｣

※津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・西目屋村の8市町村により、要介護認定審査・
　障害支援区分判定審査のほか、各種ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

市町村イベントカレンダー市町村イベントカレンダー いろんなイベントに出かけよう！

と　き イベント名 イベント内容 お問い合わせ先［電話番号］
10
月

11
月

12
月

ひろさきりんごハロウィン りんご王国推進会議事務局
（弘前市観光政策課内）☎35-112810日 「りんご収穫感謝祭」として仮装コンテストやハロウィンパレードを開催します

りんごの里板柳まるかじり
ウオーク2015

板柳町教育委員会生涯学習課
☎72-180011日 りんごの里をめぐる６、１１、２４ｋｍの３コース！りんごもぎとり体

験もあります
中野もみじ山ライトアップ
光のファンタジー 黒石市商工観光課☎52-211115～11月8日 小嵐山と称される中野もみじ山。ライトに照らされたもみじは、

鮮やかで幻想的です。

弘前市立観光館☎37-5501弘前城菊と紅葉まつり16～11月8日 紅葉が美しい弘前公園内、弘前城植物園にて開催。菊花など、秋
の草花を堪能できます

津軽の食と産業まつり 津軽の食と産業まつり運営協議会
事務局☎33-411116～18日 津軽の「食」と「産業」をテーマに地元生産品などを紹介。野外テ

ント村や催しも多数

平川市民文化祭２０１5 平川市文化協会事務局
（平川市文化センター内）☎44-12211～29日 市民による歌や踊りなどの舞台発表や個性豊かな作品展などが

行われます

第45回西目屋村民文化祭 西目屋村教育委員会
☎85-285815日 村民による芸能発表や作品展、各種体験コーナーも開催されます

全国伝統こけし工人
フェスティバル 津軽こけし館☎54-818117・18日 全国のこけしがこけし館に集結。こけし工人による制作実演・展

示即売が行われます

黒石りんごまつり 黒石りんごまつり実行委員会事務局
（黒石市商工観光課）☎52-211121･22日 りんごの即売会や市内商業者による産業展、りんご皮むき大会

などが開催されます

収穫感謝祭＆シクラメン市 田舎館村役場企画観光課
☎58-211121･22日 シクラメンなど、約5,000鉢の花々を展示販売！その他たくさん

のイベントが目白押しです

食＆農フェスタ（板柳町） 板柳町経済課☎73-211123日 板柳町産のりんごやお米など、良質な農産物を堪能できる催し
が盛りだくさん

カップリングパーティー 平川市商工会尾上支所
☎57-231728日 仕事で忙しい方や新たな出会いを望んでいる方、素敵な出会い

をしてみませんか？

弘南鉄道忘年列車 弘南鉄道株式会社☎44－31364･11･18日 飲んだり、食べたりしながら2時間の電車旅を楽しめる企画列車です

弘前市プロジェクションマッピング 弘前市観光政策課☎35-112811～13日
22～24日 青森銀行記念館に、プロジェクションマッピングを投影します

第42回町民祭(板柳町) 板柳町総務課☎73-211128･29日(予定) 町民の活動や成果を披露。農産物などの即売会や各種体験コ
ーナーもあります

　

今
年
は
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
、大

み
そ
か
に
ね
ぷ
た
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

登
山
囃
子
の
披
露
、ま
た
年
越
し
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
に
よ
る
花
火
打
上
げ
等
例
年
と
は
違

う
趣
の
ね
ぷ
た
ま
つ
り
を
楽
し
め
ま
す
。

　

雪
が
舞
う
中
で
の
ね
ぷ
た
運
行
も
荘
厳
な
魅

力
が
あ
り
ま
す
。防
寒
対
策
を
十
分
に
整
え
て

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日　

時

　

１２
月
31
日（
木
）

　

午
後
10
時
開
始（
予
定
）

▽
場　

所

　

平
川
市
役
所
前
〜
弘
南
鉄
道
平
賀
駅
前

　

※

気
象
状
況
に
よ
り
、内
容
が
変
更
さ
れ
る

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

　
　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
お
問
い
合
わ
せ

　

平
川
市
経
済
部　

商
工
観
光
課

　

☎
４
４‐

1
1
1
1

ば 

や　

し

平川市経済部商工観光課
☎44-1111羽州街道交流会平川大会14･15日 基調講演「吉田松陰と津軽」やパネルディスカッション、まち歩き

などがあります
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臨時福祉給付金について　　　

市町村や厚生労働省の職員などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願い
することや、「臨時給付金」の給付のために、手数料などの振込を求めることは絶対にありません。
不審な電話や郵便物が届いたら、役場や最寄りの警察署へご連絡ください。

○申請方法に関する問い合わせ

○制度に関する問い合わせ

消費税の引き上げによる低所得者及び子育て世帯に与える負担の影響を緩和するため、
給付金の申請受付を８月３日から開始しました。支給対象者となる可能性がある方には７月
下旬に申請書を送付していますが、まだ申請していない方がおります。申請期限は１１月４日
（水）までですので、忘れずに申請するようお願いいたします。
また、平成２６年中の収入申告が行われていない方にも、申請書を送付してありますので、
支給要件を満たしていることを確認した後に、給付金を支給しますので、早めの申告をお願
いします。
臨時福祉給付金（平成２７年度）申請書（請求書）を無くした方は、役場住民課福祉係
（℡８５－２８０４）までご連絡をください。

注意！

問い合わせ先：
「臨時福祉給付金」・・・・・・・・住民課福祉係　℡８５－２８０４

厚生労働省　２つの給付金専用ダイヤル：０５７０－０37－192
みな　　  いいきゅうふ

「津軽の名人・達人」ふれあいまつり開催のおしらせ
「津軽の名人・達人」がヒロロに集結　匠の技が冴える！

津軽広域連合では、生涯学習の指導者や地域の伝統文化・技術などの技能者である「津軽の名人・
達人」が技能発表、作品の展示・実演を披露する“ふれあいまつり”を開催します。
ステージイベント当日は、かわいいキャラクターたちも応援に来てくれます。みなさん、ご近所ご家
族お誘い合わせのうえ是非お越しください。

●開催場所　
ヒロロスクエア　イベントスペース　
弘前市大字駅前町９番地２０
ヒロロ３階
●日　　時
ア　展示・体験イベント
１０月１７日（土）～１８日（日） 
各１０時 ～ １６時

イ　講演イベント
１０月１７日（土）１４時 ～１６時  
１０月１８日（日）１０時 ～１２時

ウ　ステージ（技能発表）イベント
１０月１８日（日）１３時 ～１６時

●おもなイベント（予定）
　押し花アート展、親子で作るアートフラワー製作
　体験、手造りの革製品、初心者のためのこぎん刺体
　験、フェイクスイーツの展示、手回し発電機で遊ぶ
　おもちゃ、折り紙製作体験、レクリエーションで体力
　向上、むがしっこ語り、剣舞、マジック笑（ショー）
※ イベントはすべて無料です。
●問い合わせ先
津軽広域連合「津軽の名人・達人」
ふれあいまつり　係
〒036-8003　弘前市大字駅前町９番地２０
℡３１－１２０１
ホームページ　http://tsugarukoiki.jp/

給付金をよそおった詐欺について
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―  税に関する情報は国税庁ホームページへアクセス www.nta.go.jp  ―

《いよいよ、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が始まります。》

個人番号の提供を受ける際は、成りすましを防止するため、厳格な本人確認が義務付けられています。
したがって、個人番号が記載された申告書や法定調書などを税務署等へ提出する際には、本人確認書類の提示又は本人確認書類の
写しを申告書等に添付していただく必要があります。また、事業者の方が法定調書に記載するために従業員の方などから個人番号の提
供を受ける際には、本人確認をしていただく必要があります。

事業者の方は、給与所得の源泉徴収票の作成、社会保険の事務手続などで従業員の方などの個人番号を取り扱うことになりますが、
その際には、特定個人情報保護委員会が作成したガイドラインを踏まえた対応が必要になります。特定個人情報の漏えい・紛失を防ぐ
ために、事業内容や規模に応じて、必要な対応ができるよう準備をお進めください。
国税に関する社会保障・税番号制度についての詳しい情報は、国税庁ホームページ内の「社会保障・税番号制度＜マイナンバー＞に

ついて」をご覧ください。

◎本人確認の方法について

◎マイナンバー制度導入に向けた準備について

　裁判員制度～まもなく名簿記載通知を発送します！

　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会が選挙人名簿からくじで無作為抽出した名簿を基に、全国の地
方裁判所で作成されます。
　平成28年の名簿に登録される人数は、全国で約22万9200人です（選挙人名簿登録者全体に占める割合は、約
454人に1人）。

　平成28年の裁判員候補者名簿に登録された方には、本年11月中旬に名簿に登録されたことの通知（名簿記載通
知）をお送りします。この通知は、来年2月ころから平成29年2月ころまでの間に裁判所にお越しいただき、裁判員に
選ばれる可能性があることを事前にお伝えし、あらかじめ心づもりをしていただくためのものです。この段階では、ま
だ具体的な事件の裁判員候補者に選ばれたわけではありませんので、すぐに裁判所にお越しいただく必要はありま
せん。
　また、名簿記載通知と併せて調査票をお送りします。この調査票は、裁判員候補者の方の事情を早期に把握し、調
査票のご回答の内容により、1年を通じて明らかに辞退が認められる場合等には、裁判所にお越しいただくことのな
いようにして、裁判員候補者の方々の負担を軽減するためにお送りするもので、お尋ねする項目に当てはまらない方
は、返送していただく必要はありません。
　辞退の申し出ができる時期や期間等に何らの制限を設けているわけではありません。
　この調査票で辞退を申し出なかった場合でも、実際の事件の裁判員候補者に選ばれた際はお送りする質問票で辞
退を申し出ていただくことも、裁判の当日（選任手続時）に辞退を申し出ていただくことも可能です。
　裁判員制度にご理解、ご協力をお願いします。

★裁判員候補者名簿ができるまで

★裁判員候補者名簿記載通知について

社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な社会を実現することを目的として、社会保障・税番
号制度（マイナンバー制度）が導入されます。平成27年10月から、個人番号（マイナンバー）・法人番号が通知され、平成２８年１月から
順次利用が開始されます。

個人番号は、12桁の番号で、住民票を有する国民全員に１人１つ指定され、市区町村から通知されます。
この個人番号は、通知カードにより、市区町村から住民票の住所に簡易書留で送付されますが、個人番号は社会保障・税・災害対策分
野の中で法律で定められた行政手続にしか使えません。
法人番号は、13桁の番号で、設立登記法人などの法人等に１法人１つ指定され、国税庁から通知されます。個人番号と異なり、法人番
号は、原則として公表され、どなたでも自由に利用できます。

マイナンバー制度導入に伴い、国税分野では、税務署等へ提出していただく申告書・法定調書等にも番号（個人番号又は法人番号）の
記載が必要となります。番号の記載が必要となる時期の例は、以下のとおりです。

◎社会保障・税番号制度の概要

◎個人番号・法人番号について

◎税務関係書類への番号記載について

記載対象 一般的な場合
平成28年1月1日の属する年分以降の申告書から
平成28年1月1日以降に開始する事業年度に係る申告書から

平成28年1月1日以降の金銭等の支払等に係る法定調書から

平成28年1月1日以降に提出すべき申請書等から

（平成28年分の場合） 平成29年2月16日から３月15日まで
（平成28年12月末決算の場合） 平成29年2月28日まで
（例）平成28年分給与所得の源泉徴収票、
　　平成28年分特定口座年間取引報告書⇒平成29年1月31日まで
各税法に規定する、提出すべき期限

所 得 税
法 人 税

法定調書

申請書・届出書　　　
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●土砂災害への警戒と避難に「土砂災害警戒情報メール通知サービス」を活用
　しましょう。
●「土砂災害警戒情報メール通知サービス」とは、
皆さんがお住まいの市町村に「大雨警報」、「土砂災害警戒情報」が発表されたことを、お手持ち
の「携帯電話やパソコンにメール」でお知らせします。
大雨警報が発表された際は、避難準備をしましょう。
土砂災害警戒情報が発表された際には、早めに安全な場所に自主避難をしましょう。
下記のQRコードを読み取り、登録画面からメールアドレスを登録できます。その際、ご希望の
市町村を選択できます。（下記のURLの登録画面からもメールアドレスを登録できます。）

登録QRコード

■問い合わせ先
県土整備部　河川砂防課　企画・防災グループ　　　℡ 017-734-9662
中南地域県民局地域整備部　河川砂防施設課　　　　℡ 34-1283

青森県　河川砂防課からのお知らせ

クマの注意喚起について

クマに出会わないために
○音で知らせる（クマ除けの鈴・ラジオを流す）
○単独で山には入らない
○食べ残しや食べ物の容器等を野外に置かない
○夕暮れ明け方はクマが活発な時間なので注意する
○クマのフンや足跡、食べ跡を見つけたら、引き返す
　（近くにいる可能性があります）

クマに出会ってしまったら
○後ずさりしながら静かに立ち去る
○大声を上げたり、攻撃したり、背中を見せて走らない
　（逃げるものを追う習性があります。）
○子グマを見ても近寄らない
　（近くに親グマがいます）

山菜採りやキノコ採りなど、山への行楽の際には被害にあわないようご注意ください。また、
山へ入る際には、クマ除けの鈴、ラジオの携帯等、音の出るものを装着するようにしましょう。

登録URL
https://www.dosya-keikai.pref.aomori.jp/registmail/index.html



〒038-0031 青森市三内丸山393番地270〒038-0031 青森市三内字丸山393番地270
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農
業
集
落
排
水
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
集
落
排
水（
下
水
道
）は
、

水
環
境
の
悪
化
に
よ
り
生
態
系
な

ど
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
生
活

排
水
を
集
め
て
、き
れ
い
な
水
に
処

理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、農
業
用
排

水
及
び
河
川
の
水
質
改
善
を
図
り
、

快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
や
水
洗
便
所
改

造
工
事
を
す
る
場
合
は
、役
場
建
設

課（
℡
８
５
‐
２
８
０
２
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

TEL 017-761-5303
FAX 017-761-5311

地球にやさしい
　情報化社会
　　をめざして

TEL 017-761-5303
FAX 017-761-5311

地球にやさしい
　情報化社会
　　をめざして

弘
前
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、障

害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
障

害
者
就
職
面
接
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。面
接
会
に
は
、障
害
者
雇

用
を
考
え
て
い
る
事
業
所
が
多
数
参

加
し
ま
す
。

事
前
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、弘

前
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

平
成
27
年
10
月
21
日（
水
）

午
後
1
時
〜
午
後
3
時
半

（
午
後
0
時
半
よ
り
受
付
）

▽
場
所

ホ
テ
ル 

ナ
ク
ア
シ
テ
ィ
弘
前

（
J
R
弘
前
駅
中
央
口
か
ら
徒
歩
1
分
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

弘
前
公
共
職
業
安
定
所 

専
門
援
助
部
門

（
℡
3
8
‐
8
6
0
9（
45
♯
））

平
成
27
年
度

津
軽
地
域
障
害
者

就
職
面
接
会
の
ご
案
内

津軽流域国有林の森林企画に関する住民懇談会
次期5年間の「津軽森林計画」の策定に当たって、地域住民の皆様から森林づくり等に関するご意

見等を伺う懇談会です。ぜひご参加ください。

時　　期：11月24日（火）午後1時30分～午後4時

場　　所：青森県武道館　会議室

募集人数：30名（応募多数の場合は抽選）

問い合わせ先：11月6日（金）までに、津軽森林管理署（℡27-2800）

科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
プ
ラ
ザ
棟

　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

【                   

】

科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
プ
ラ
ザ
棟

　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

【                   

】

Mr.
マ
サ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る「
ま
ち
か

ど
科
学
館（
仮
称
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
」の
講

師
陣
に
よ
る
楽
し
い
科
学
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
と
　
き

10
月
25
日（
日
）

午
前
9
時
半
〜
午
後
3
時
半

▽
と
こ
ろ

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
棟

（
弘
前
市
町
田
字
筒
井
）

▽
内
　
容

ブ
ー
ス
演
示（
空
き
缶
分
別
マ
サ
ッ
ク
の

電
磁
誘
導
実
験
・
液
体
窒
素
で
遊
ぼ
う
！

〜
超
低
温
の
世
界
〜
・
ミ
ニ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
な
ど
）

ス
テ
ー
ジ
演
示（
エ
コ
マ
ジ
ッ
ク
、あ
っ
と
音

ろ
く
で
シ
ョ
ー
！！
）

▽
入
場
料　

無
料

【
プ
ラ
ザ
棟
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て
】

電
気
設
備
な
ど
の
点
検
の
た
め
館
内
停
電

と
な
り
ま
す
の
で
、10
月
4
日（
日
）は
臨
時

休
館
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
棟

（
℡
3
6
-3
3
8
8
、受
付
時
間
は
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
）

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
開
館
し
、翌
日
が
休
館
日

と
な
り
ま
す
。

お
ど



1
月
届
出
分（
敬
称
略
）

　「
戸
籍
の
窓
」は
原
則
と
し
て「
本
籍
が
西
目
屋
村
に
あ
る

方
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
ま
た
当
村
に
本
籍
が
な
く
て
掲
載

を
希
望
す
る
方
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、必
ず
広
報
係
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

８
月
届
出
分（
敬
称
略
）

戸
籍
の
窓

今年も暗門祭は晴天に恵まれ大盛況となりました。暗門祭も終わり秋の到来を感じる今日こ
の頃です。秋は活動の季節、スポーツ・読書・芸術・食欲etc.秋を満喫したいと思います。
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編集
後記

【実りの秋】

編集
後記

おしあわせに

おくやみ

三浦　光代

瓜田　　榮

坂田　孝雄

三上　敬三

田代

田代

村市

田代

（86）

（82）

（74）

（68）

にし
めや

ズー
ムアップ

　

８
月
20
日（
木
）、ア
サ
ヒ
建
設
㈱
、㈱
兼
建
興
業
、

高
樋
建
設
㈱
、㈱
前
山
組
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
、見
返
り

坂
周
辺
の
草
刈
作
業
が
行

わ
れ
、参
加
者
は
奉
仕
の
心

で
熱
心
に
作
業
に
取
り
組

み
、観
光
名
所
の
美
化
に
貢

献
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施

青
森
電
子
計
算

セ
ン
タ
ー
様
か
ら

　
　 

図
書
の
寄
贈

激
走
！

〜
第
23
回
青
森
県
民

　

駅
伝
競
走
大
会
〜

９
月
６
日（
日
）、第
23
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
が

青
森
市
に
て
開
催
さ
れ
、40
チ
ー
ム
が
参
加
し
代
表
選
手

は
互
い
の
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

本
村
の
選
手
は
暑
い
夏
場
も
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。結
果
は
、村
の
部
で
７
位
、全
体
で
は
38
位
と
奮
闘
し

ま
し
た
。選
手
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ

様
で
し
た
。

【
西
目
屋
村
代
表
選
手

　
　
　
　
（
敬
称
略
）】

１
区　

佐
藤　

泰
悟

２
区　

田
村　

拓
馬

３
区　

齊
藤　

祐
仁

４
区　

西
澤　

直
人

５
区　

田
澤　

晴
渚

６
区　

坂
本　

祥
太

７
区　

平
田　

ゆ
う
か

８
区　

西
澤　

怜
央

控
え
選
手

　

丹
代　

智
大

　

石
田　

勝
広

　

堀
川　

虎
太
郎

　

三
上　

聖
馬

　

堀
川　

心

　

三
上　

夢
愛

(　)は前月比

村の人口

世帯数： 545世帯（－3）

合計： １,440人（－7）

女性： ７４４人（－4）
男性： 696人（－3）

（H27.8月末現在）

三上　昌俊
（大秋）

髙橋　友紀
（千葉県）

９
月
15
日（
火
）、㈱
青

森
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
様

（
青
森
市
）か
ら
図
書
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
は
創
立
50
周
年

を
記
念
し
て
、会
社
設
立

記
念
事
業
と
し
て
県
内
22

市
町
村
に
寄
贈
を
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
図
書
は
、

村
中
央
公
民
館
図
書
室
で

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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